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「花鳥お話隊（かちょうおはなしたい）」というユニークな

名前のボランティアグループがあります。

企業を定年退職した男性や家庭の主婦が老人ホームや

デイサービスセンターを訪問し、おもしろい野鳥の話をし

たり、手話を交えて一緒に歌をうたったりするというひと味

違ったボランティア活動をしています。今号では、その概要

について紹介します。

「花鳥お話隊」とは
「花鳥お話隊」の名前は興味深い野鳥の生態（例えばホ

トトギスの「托卵」）や草花の話をすることに由来していま

す。更に、それ以外にも「ジャンケン体操」や「ハーモニカ

演奏」「ギターの弾き語り」など盛りだくさんの演目をボラン

ティアメンバーが個々の持ち味を生かして披露し、お年寄り

に楽しんでもらう慰問活動です。

誕生の経緯
このグループ活動の始まりは16年前の2002年に遡りま

す。グループの代表者小田嘉一郎氏（現在85歳）は、当時都

内に本社を置く大手企業が行なっていた、老人ホームや児童

館で野鳥の話をする社会貢献活動に参加しており、2009年3

月まで熱心に活動を続けていました。会社の事情でその活動

は終了することになりましたが、終了時に活動のリーダーでも

あった小田氏には「できたらこの活動を継続したい」との思

いが強く燻っていました。そんな心の内を小田氏が行動を共

にしている地域グループの世話役に話したところ、「それはと

ても良い活動だね。我々の仲間に声を掛けてみたらどうだろ

う」と賛同し同士を募ってくれました。すると早速協力者が数

名現れ、2009年7月「花鳥お話隊」と命名し、再出発をする

ことになりました。最初の活動参加者は6名だったそうです。

活動の概要
現在「花鳥お話隊」は総勢 13名（内女性が 4名）で、

平均年齢は 78歳です。活動は開始当初から2ヶ月に1回

のペースで年 6回行っており、今年 8月で通算 56回目の慰

問活動となりました。初めのうちは小田代表が都内や千葉

県北西部の高齢者施設に直接電話して訪問先を探してい

ましたが、最近は馴染みの施設が増え、再訪を要望される

（熱望に近い）ことも多く「リピート訪問」が主体になって

いるようです。

通常 1回の訪問メンバーは 7 ～ 8名で、演目時間はトー

タル約 1時間 30分です。小田代表は、活動に参加している

仲間に無理のないような訪問計画を立て、効果的な演目

の順番を考えてプログラムを作成します。

活動に参加して
百聞は一見にしかずということで、筆者も実際の活動現

場を見学させていただくことにしました。2018年6月某日の

午 後、西 武 池

袋線沿線にあ

るデイサービ

スセンターに

伺いました。こ

のセンターで

はとてもき れ

いにプログラム

（ 図1）を 作っ

てくれていて、

スタッフの 衣

装や花飾りな

ども用意してあ
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図１　花鳥お話隊プログラム
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り、「花鳥お話隊」の来訪を心待ちにしていたようです。小

田代表も「このような施設だと我々も力が入るし、ボランティ

ア冥利に尽きる」と述べていました。

この活動の各演目を見ていて感心したのは、多彩なメ

ニューもさることながら施設におられる高齢者が一緒に参

加できるように工夫されていることです。例えば「手話合

唱（サザエさん）」では、まず「サザエさん」の歌詞の手話

をわかりやすく丁寧に説明してから、高齢者の方も手話を

しながら一緒に歌います（写真 1）。ホトトギスの「托卵」

では、手作りのホトトギスの模型（カービング）や写真を

見せ、実際の鳴き声を再生しながら「托卵をされたウグイ

スの親鳥は、自分が生んだ卵をホトトギスのヒナに巣から

落とされてしまいます。でも鳥の数はウグイスの方がたくさ

んいるので自然界のバランスは保たれています」と話します

（写真 2）。スタッフの方々も含め、皆が聞き入っていまし

た。そしてプログラム後半では、合唱が趣味だという小田

代表の指揮で「夏の思い出」「365歩のマーチ」「北国の

春」などの懐かしい歌をギター伴奏付きで合唱します（写

真 3）。気づくと、あっという間に1時間以上が過ぎていま

した。高齢者施設で行なっている慰問活動には色々なも

のがありますが、「花鳥お話隊」は集まったお年寄りに『一

緒に参加しながら楽しんでもらう』という心配りに溢れてい

る点が素晴らしいと思いました。

以上がこの日の主な演目内容ですが、この他にも手品・

謡曲・生け花などがあり、当日参加できるメンバーに合わ

せその日のプログラムを組み立てているとのことです。メン

バーは全員一般の高齢者で、特別な資格や技能の持ち主

ではなく自分の趣味やできることを活かして活躍していま

す。今回「ハーモニカ演奏」を披露したメンバーは、現役時

代に仕事で老人ホームを訪れた時、ハーモニカの合奏団が

慰問に来ていたことを思い出し、「自分にもできるのでは」

と定年退職後にハーモニカの練習を始めたそうです。

高齢者の社会参加
「花鳥お話隊」のボランティアメンバーは DAA1）という組

織の地域グループに所属しており、日ごろからハイキング

や懇親会などで顔見知りのため、気軽にボランティア活動

に誘える・参加できる雰囲気があるのではないかと思いま

す。最初から「ボランティアを目的とした会に参加した」の

ではなく、知人に誘われて入ったら「ボランティアをしてい

る人達がいた」ということです。

人生 100年時代と言われる今日の日本ですが、勤めて

いた会社を退職した後「20 ～ 30年という長い期間、何

をしてどう生きたらいいか」という問いが時々聞かれます。

「社会のために何かしてみたいけど、特技はないしボラン

ティアはきっかけがつかめない」という方も少なくないで

しょう。

私自身もそうですが、行動を起こすのに躊躇してしまう

人は、誰かにポンと背中を押してもらうと新しい世界に飛

び出すことができるのではないでしょうか。

1）�DAA（ダイヤ・アクティブエイジング・アソシエイション）：主に三菱グループ企業の出身者
が退職後、社会参加を目的に結成した自主的な高齢者のグループ。首都圏に7つ
の地域グループがあり合計で約250名の会員がいる。（DAAについては、「ダイヤ
財団　DAA」で検索してください）

（写真１）「サザエさん」を手話を交えて歌っている （写真２）大きい卵がホトトギス、残り４個がウグイスの卵 （写真３）写真奥の中央で、指揮を執っているのが小田代表




